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国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め

忘
れ
た
ま
ま
２
年
が
過
ぎ
る
と

時
効
に
よ
り
納
め
た
く
て
も
納

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
た

ら
ど
う
な
る
の
？

　

老
後
に
受
け
る
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
一
定
の
保
険

料
の
納
付
期
間
が
な
い
と
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
た
っ
た
１
か
月
の
納
め

忘
れ
で
も
事
故
や
病
気
で
障
害

者
と
な
っ
た
り
、
一
家
の
働
き

手
を
失
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
得
ま
す
。

○
忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
毎

月
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

な
ら
、
忙
し
い
合
間
に
保
険
料

を
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
ま

す
。

○
ど
う
し
て
も
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
と
き
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？ 

　

経
済
的
な
理
由
等
で
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
免
除
（
納
付
猶
予
）
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
岡
山
西
年
金
事
務

所 

☎
086
・
２
１
４
・
２
１
６
６

住
民
子
育
て
課　☎

32
・
５
５
５
４

　

子
ど
も
手
当
は
、
６
月
、
10

月
、
２
月
の
年
３
回
、
そ
れ
ぞ

れ
前
月
分
ま
で
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

今
回
の
10
月
期
支
払
（
６
月

〜
９
月
分
）
は
、
10
月
７
日
（木）

に
受
給
者
の
指
定
さ
れ
た
口
座

に
支
給
す
る
予
定
で
す
の
で
、

通
帳
記
入
等
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
６
月
の
「
子
ど
も
手

当
現
況
届
」
が
未
提
出
の
人

は
、
現
況
届
提
出
後
の
支
給
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
住
民
子
育
て
課　

☎
32
・
５
５
５
４

　

建
築
基
準
法
に
違
反
し
て
い

る
建
築
物
の
早
期
発
見
な
ど
の

た
め
、
全
国
一
斉
に
違
反
建
築

防
止
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
で
も
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

■
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
日
／
10
月

14
日
（木） 

■
問
合
せ
／
都
市
計
画
課　

☎
32
・
５
５
４
４

　

毎
回
講
師
を
代
え
、
定
期
的

に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
15
日
(金) 

18
時
〜

■
場
所
／
産
業
振
興
ビ
ル　

３

階　

技
術
研
修
室

■
講
師
／
い
づ
み
オ
ー
ト
株
式

会
社　

代
表
取
締
役
社
長　

音
泉　

一
正　

氏

■
内
容
／
社
長
就
任
時
の
経
験

談
や
経
営
哲
学
な
ど
を
講
師
か

ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
、
参

加
者
全
員
で
企
業
経
営
全
般
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
企
業
の
若
手
経

営
者
・
後
継
者
、
経
営
幹
部
を

目
指
し
て
い
る
人　

な
ど

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
商
工
観

光
課　
　

     

☎
33
・
５
０
０
５

お
わ
び

　

広
報
た
ま
の
９
月
号
３
ペ
ー

ジ
の
「
平
成
22
年
度　

自
治
功

労
者
」の
記
事
の
う
ち
、
氏
家
勉

さ
ん
の
住
所
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

（
誤
）玉
原

（
正
）日
比

違
反
建
築
防
止
週
間

（
10
月
11
日
〜
17
日
）

第
４
回

若
手
経
営
者
と
語
る
会

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

子
ど
も
手
当
受
給
者
の

皆
さ
ん
へ

■日時／10月17日（日）
　　　　10 時～15時
■場所／リサイクルプラザ
■内容／省資源・省エネルギ

ーポスター展の表彰
式と作品の展示、体験
学習コーナー、工作教
室コーナーなど

■問合せ／生活環境課　
　　　　　☎32-5520

第５回

くるりんクルクルくるりんクルクルくるりんクルクル
省資源・省エネルギー展省資源・省エネルギー展
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男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
の
促
進
に
関
す
る

事
業
者
表
彰
の
推
薦
募
集

宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

ミ
ネ
ル
バ
行
事
案
内

「
男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と

働
け
る
職
場
づ
く
り
」を
！

■
対
象
／
市
内
に
本
社
、
又
は

主
要
な
支
店
、
支
社
等
の
あ
る

事
業
所
（
従
業
員
３
０
０
人
以

下
に
限
る
）で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
事
業
所
。

○
女
性
の
能
力
発
揮
を
促
進
す

る
た
め
の
取
り
組
み
／
性
別
で

職
種
を
限
定
し
て
い
な
い
、
女

性
の
管
理
職
が
い
る
な
ど
。

○
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
／
事
業
所
内

に
託
児
所
を
設
け
て
い
る
、
保

育
園
の
送
迎
の
た
め
に
労
働
時

間
を
短
縮
し
て
い
る
、
多
様
な

働
き
方（
短
時
間
、フ
レ
ッ
ク
ス
、

在
宅
勤
務
等
）
を
認
め
て
い
る

な
ど
。

○
男
女
の
人
権
に
配
慮
し
た
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の

た
め
の
取
り
組
み
／
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
体
制

が
整
っ
て
い
る
な
ど
。

○
そ
の
他
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
の
促
進
に
関
す
る
積

極
的
な
取
り
組
み

■
表
彰
方
法
／
男
女
共
同
参
画

推
進
週
間
（
平
成
23
年
６
月
23

日
〜
29
日
）
に
表
彰
状
を
贈
呈

し
、
事
業
所
名
及
び
取
組
の
内

容
を
広
く
紹
介
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
／
推
薦
調
書
を
総

務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。推
薦
調
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。自
薦
・

他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
選
考
方
法
／
男
女
共
同
参
画

推
進
審
議
会
で
表
彰
者
を
決
定

し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
総
務
課　

☎
32
・
５
５
１
６

　

地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

推
進
の
た
め
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
を
行
っ
て
い
る
（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
金

を
得
て
、
法
被
な
ど
を
購
入
し

ま
し
た
。購
入
地
区
と
購
入
品

は
次
の
と
お
り
で
す
。

田
井
懇
話
会
・
・
・
法
被
一
式

（
は
ん
て
ん
・
鉢
巻
な
ど
）

玉
原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
・
・
・
ス
テ
ー
ジ

東
児
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
・
・
・
集
会
用
テ
ン
ト

■
問
合
せ
／
市
民
活
動
支
援
課 

☎
32
・
5
5
6
7

ミ
ネ
ル
バ
＆
玉
野
備
南
高
校
文
化
祭

　

高
校
生
の
作
品
と
ミ
ネ
ル
バ

の
講
座
作
品
を
出
展
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
７
日
（木）
〜
９
日

（土） 　

９
時
〜
20
時

■
出
展
講
座
／
玉
野
備
南
高
校

生
作
品（
７
日
、８
日
展
示
）、陶

芸
、
写
真
、
パ
ス
テ
ル
画
、
人
物

画
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
、ミ
ネ
ル
バ
句
会
、ミ
ネ
ル
バ

ア
ー
ト
、
倉
敷
芸
科
大
講
座（
版

画
）作
品

■
舞
台
出
演
／
10
月
9
日
（土） 

○
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス　

13
時

半
〜

○
３
Ｂ
体
操　

14
時
半
〜

○
和
田
婦
人
会
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
部　

14
時
35
分
〜

○
オ
カ
リ
ナ　

15
時
〜

子
ど
も
恐
竜
教
室

　

ほ
ん
も
の
の
恐
竜
の
骨
に
さ

わ
ろ
う
！
ほ
ん
も
の
の
恐
竜
は

か
せ
に
あ
お
う
！　

■
日
時
／
10
月
31
日
（日）　

９
時

〜
11
時

■
料
金
／
無
料

■
講
演
／
林
原
自
然
科
学
博
物

館共
通

◆
場
所
／
ミ
ネ
ル
バ

◆
問
合
せ
／
ミ
ネ
ル
バ
（
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）　

☎
83
・
９
２
０
０

Ｑ．国勢調査といって調査員が来まし
た。個人情報が漏れるのではと心配で
す。どうしたら良いですか？

Ａ．今年は国勢調査の年で、９月下旬
から国勢調査員がお伺いしています。
調査票は封筒に入れて市に郵送して
いただくか、調査員にお渡しいただく
ことを選ぶことができます。
　なお、調査員は開封せずに市に提出
しますので、調査票が見られることは
ありません。
※国勢調査員は身分証と腕章を着用して
います。不審に思った場合は身分証の提
示を求め確認してください。

困った…こんなときどうすれば  26

■問合せ／総務課  ☎32-5516

広告
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介護保険施設等の
待機者情報
（平成22年７月末現在）

　待機者数は、他施設との重複申込み
が含まれている場合があります。

■介護老人福祉施設
　（特別養護老人ホーム）

※重複申込者を名寄せし、要介護認定未申請
者等を除いた実質的な待機者数　737人

■介護老人保健施設
　（老人保健施設）

行政改革推進委員会委員募集
　市では、事務の効率化や市民サービスの向上など、行政改革の取り組
みを一層進めるため、新たな行政改革大綱を策定します。策定にあたっ
て、ご意見やご提言をいただく「玉野市行政改革推進委員会」の委員を
募集します。

■募集人員／３人
■任期／平成22年11月から平成23年３月まで（更新あり）
■応募資格／10月１日現在、20歳以上で、市内に居住し、市政全般に
　　　　　　関心のある人
■謝礼／委員会出席1回につき6500円
　　　　　（年2回程度。各回とも平日、２時間程度で開催予定）
■応募方法／申込書（総合政策課、各市民センター、市ホームページにあ

ります）と、「市民の目から見た行政改革」をテーマとした
800字程度のレポートを直接お持ちいただくか、郵送、又は
Ｅメールで提出してください。

■応募締切／10月29日（金）（当日消印有効）
■決定通知／11月中旬に文書でご本人にお知らせします。
■申込み・問合せ／総合政策課　〒706-8510　玉野市宇野1-27-1
　　　　　　　　  ☎ 32-5505 　FAX 32-5507
　　　　　　　　  Eメール seisaku@city.tamano. okayama.jp

　市の行政改革に関する事項
の審議や、行政改革の推進に
関する助言などを行うため、
市が設置する機関です。
　行政改革推進委員会は、公
募した委員のほか、学識経験
者、各種団体の代表者等、16
人程度で組織します。

　限られた財源や人員を、効果的、効率的に活
用するための取り組みをまとめたもので、市の
各部署において、この大綱に基づいた制度や事
業の見直しなどを行います。
　平成17年に策定した、「新玉野市行財政改革
大綱」の計画期間が平成21年3月で終了したた
め、今後は、平成23年度からを計画期間とす
る、新たな行政改革大綱の策定を行います。

都市計画原案（都市計画道路）の公聴会等のお知らせ
　岡山県南広域都市計画都市計画道路を変更するため、原案の縦覧を行うとともに公聴会を開催します。

■都市計画原案の概要
１）岡山県決定
　  築港南崎線の廃止及び築港先丁場線の追加並びに宇野玉線、玉長尾線の道路区域の変更
２）玉野市決定
　 御崎中之町線、宇野駅前線の道路区域の変更及び前潟南崎線の追加並びに藤井海岸線、海岸向山線、向山奥玉線の廃止

■都市計画原案の縦覧および県意見書、市意見書・公述申出書の提出
１）縦覧期間　10月６日（水）～20日（水）（土・日・祝日は除く）
２）時間　　　８時半～17時15分
３）縦覧場所　岡山県土木部都市局都市計画課、市都市計画課
４）提出方法　公聴会に出席して原案に対する意見を述べようとする人は、縦覧場所に備え付けている所定の様式に意見等を記

入の上、縦覧期間中に岡山県土木部都市局都市計画課、又は市都市計画課へ提出してください。
・岡山県決定路線については、意見書（以下、県意見書）を提出してください。
・玉野市決定路線については、公述申出書を提出してください。なお、原案に対し意見のある人は、意見書（以下、
市意見書）を提出してください。

■公聴会
１）開催日時　　　玉野市決定路線について　平成22年11月５日（金）　13時～
 　　　　　 　　　岡山県決定路線について　平成22年11月５日（金）　15時～
※玉野市決定路線については、原案の縦覧期間中に市意見書及び公述申出書の提出がない場合、公聴会を中止します。
２）開催場所　　　水道庁舎１階大会議室
３）公述人の選定　県意見書、公述申出書を提出した人は、公聴会に出席し、提出した内容により意見を述べることができます。
　　　　　　　　 ただし、提出者が多数の場合は、意見を述べる人の人数または時間をあらかじめ制限することがあります。ま　
　　　　　　　　  た、原案に関係のない意見は述べることができません。

■問合せ／岡山県決定路線については岡山県土木部都市局都市計画課計画班（岡山市北区内山下2丁目4番6号）☎086-226-7492
　　　　　玉野市決定路線については市都市計画課　☎32-5538

電話番号

41-2788

71-0056

32-3038

73-5020

73-9300

51-1005

定員

102

80

80

50

29

25

待機者数

91

332

274

242

244

153

施設名

宗玉園

いこい荘

フェニックス

グランデパール

ハモニカドゥーエ

いろりの里

住所

梶岡 576-2

長尾 1578-2

玉原 2-24-40

用吉 1676

長尾 2116

八浜町波知 555

電話番号

66-5200

31-5295

定員

100

100

待機者数

36

48

施設名

コスモス

玉野マリンホーム

住所

上山坂 2016-1

築港 5-16-25

行政改革推進委員とは？ 行政改革大綱とは？行政改革推進委員とは？ 行政改革大綱とは？

■問合せ／保険課　☎32-5534
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　平成 21 年 10月から、年金所得に係る市県民税の公的年金からの引き落とし（年金特別徴収制度）が始
まりました。それに伴い、年金振込通知書に記載された「個人住民税額」について多くのお問い合わせをい
ただいていますので、同欄に関する見方をお知らせします。また、市民税・県民税納税通知書の見方も併
せてお知らせします（納税通知書は６月中旬、又は８月中旬にお送りしています）。

◎年金からの引き落とし方法の具体例
（例）所得が年金所得のみで、平成 21 年度の年税額が６万円、平成 22 年度の年税額が９万円の人の場合

公的年金からの市県民税の引き落としについて
～年金振込通知書と納税通知書の見方～

※この図はイメージです。実際に送付される
　年金振込通知書の様式と異なる場合があります。

＜前年度：平成 21 年度の納め方（年税額６万円）＞          ＜今年度：平成 22 年度の納め方（年税額９万円）＞

■問合せ／税務課　☎32-5510

山下家の墓
玉野市八浜町八浜 273　
平成 57 年 3 月 18 日指定

27玉野市の文化財

月
税額
算出方法

6月
1万 5000 円
1/4

8月
1万 5000 円
1/4

10月
1 万円
1/6

12月
1 万円
1/6

2月
1 万円
1/6

月
税額
算出方法

4月
1万円

6月
1万円

8月
1万円

10月
2万円

12月
2万円

2月
2万円

納付書で納める
（普通徴収）

年金から引き落とし
（特別徴収）

年金から引き落とし（特別徴収）
仮徴収

前年度 2月と同じ額

本徴収

年税額の残り1/3 ずつ

昨年度に
通知済の
仮徴収額

年金振込通知書の
「個人住民税額」と
は、公的年金から引
き落としされる市民
税・県民税額です。

平成 23 年 2 月の税額が、
翌年度（平成 23 年度）の
仮徴収額となります（引き
落としの停止などにより変
更になる場合があります）。

　山下家の墓は、尾坂トンネルを下った玉野消防署八浜出張所の背後の山中
にある。
　山下家は中世の八浜の有力者で、江戸時代には児島郡東部を支配する大庄
屋を歴任し、八浜村の名主も世襲した。墓地は二段に分かれ、上段の中央に「總持院祐徳居士　天正十七已丑
九月三日　山下正中」と「戒帯院壽貞大姉　永禄九丙寅五月二十日」と刻まれた夫婦墓がある。
　墓は豊島石製の高さ 85 センチ、32×28 センチの四角柱で、四角柱の墓としては天正 17 年（1588）という時
代の古さが貴重で、昭和 57 年に市の重要文化財に指定された。
　墓の主の山下祐徳は、八浜八幡宮の天正 14 年の棟札に「大願主　山下祐徳公…」と特別な地位として書かれ、
同９年に起こった八浜合戦で荒廃した八幡宮を再建した八浜の指導者であった。また、それ以前の宇喜多と毛
利の戦闘状態の時期に、祐徳の船が瀬戸内海中西部を航行して、毛利方から拘束命令が出された史料もあり、
戦国時代を生き抜いた豪商であったことがわかる。
　現在、二十数基残る山下家の墓のうち、下段の墓石のほとんどは傾いたり倒れたりして、荒廃が進んでいる。

玉野市文化財保護委員　　　　北村　章

ゆうとく
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インフルエンザ予防接種のお知らせ すこやかセンター
☎ 31-3310

対　象　者
接　種　方　法
接　種　回　数
実　施　期　間

自己負担額
（全額免除制度あり）注１

持って行くもの

すべての市民
実施医療機関に予約して接種を受けてください。
接種を受ける人の年齢・健康状態等により１～２回

10月１日（金）～平成 23年３月 31日（木）

64歳以下の人

65歳以上の人
60 歳以上で、心臓、腎臓、呼吸器
の機能障害及び HIV による免疫機
能障害のある人

   　対　　象 ①生活保護受給世帯に属する人
　　　　　　　②住民票上の世帯全員が市民税非課税世帯に属する人

申請手続場所 すこやかセンター、保険課、各市民センター
 ※各市民センターでは、交付まで時間を要します。また、郵送で交付を希望され
　　　　　　　る場合は申請時に 80円切手を提出してください。

　なお、既にインフルエンザ予防接種の減免申請をされている人は減免券の種別にかかわらず新し
い制度の全額免除券として使用できます。

１回目　　
２回目　　
予診のみ　

１回目　　2000 円
２回目　　
予診のみ　

　平成22年度秋冬にかけてのインフルエンザワクチンは、季節性インフルエンザワクチンと、昨
シーズン流行した新型インフルエンザワクチンの混合ワクチンによる予防接種となります。
　このため、インフルエンザ予防接種を希望される場合は、新しい制度として、下記のとおり接
種を受けてください。
　なお、新しい制度としてのインフルエンザ予防接種が実施されるため、今年度は、まるごと検
診ガイドブック（22 ページ）に掲載の「高齢者インフルエンザ予防接種」としては実施しません
のでご注意ください。

■実施内容 9月15日（水）現在（変更となる場合があります）

健康保険証

｝各医療機関ごとの実費

｝各医療機関ごとの実費

注１：自己負担額の全額免除について（必ず接種を受ける前に申請してください！）

実施医療機関、自己負担額等については、決まり次第、市ホームページ等でお知らせします。

広告
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た
ま
の
地
域
人
づ
く
り

大
学
受
講
生
募
集

ミ
ネ
ル
バ
講
座
案
内

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講
座
生
募
集

岩
盤
浴
と
”か
ら
だ
“

　

岩
盤
浴
に
よ
る
遠
赤
外
線
の

温
熱
効
果
な
ど
、
健
康
に
役
立

つ
正
し
い
岩
盤
浴
の
知
識
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
11
月
７
日
（日）　

10
時

〜
11
時
半

■
場
所
／
文
化
セ
ン
タ
ー　

第

１
研
修
室

■
講
師
／
岡
山
大
学
大
学
院
教

授　

上
者　

郁
夫　

氏

■
定
員
／
60
人
（
受
講
無
料
）

■
申
込
方
法
／
所
定
の
受
講
申

込
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
申

請
、
郵
送
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
期
間
／
10
月
７
日
（木）
〜

19
日
（火） 

９
時
半
〜
11
時
半（
全
７
回
）

■
場
所
／
ミ
ネ
ル
バ

■
定
員
／
15
人

■
受
講
料
／
５
０
０
０
円　

初

回
時
集
金

■
テ
キ
ス
ト
代
／
５
２
５
円

■
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、申
し
込
む
か
、は
が
き
を
お

持
ち
に
な
り
、
ミ
ネ
ル
バ
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
／
10
月
１
日
（金）
〜

10
日
（日） 

ビ
デ
オ
作
品
発
表
会
作
品
募
集

■
募
集
期
間
／
10
月
１
日
（金）
〜

31
日
（日） 

■
発
表
会
／
11
月
28
日
（日）

　

応
募
規
定
等
、詳
し
く
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　玉野市コミュニティ協議会では、秋祭りを
題材としたフォトコンテストを開催します。
市内の秋祭りに参加して、あなたが思ったこ
と感じたことを写真で表現してみませんか？
　応募条件や表彰については、市民活動支
援課・各市民センターで配布しているチラシ、
又は市ホームページをご覧ください。

■テーマ／
市内で開催される秋祭りの風景や、そこで活
躍する人々の姿の写真
■募集期間／
10月１日（金）～ 11月８日（月） 当日消印有効
■写真サイズ／
六ツ切、又はＡ４。カラー、モノクロは問いませ
ん。※データでの応募不可。
■応募方法／
「秋祭りフォトコンテスト応募票」に必要事項
を記入の上、作品の裏側にセロハンテープで
添付して郵送、又は直接お持ちください。
■申込み・問合せ／
玉野市コミュニティ協議会事務局
（市民活動支援課内）　☎32-5567　
〒706-8510  宇野 1-27-1

共
通

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
ミ
ネ
ル

バ（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）　

☎
83
・
９
２
０
０

〒
706
・
０
０
２
１

　

和
田
４
・
７
・
１

古
布
で
腕
ぬ
き
を
作
ろ
う

■
日
時
／
10
月
25
日
（月）　

９
時

半
〜
12
時

■
場
所
／
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

■
定
員
／
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

■
参
加
費
／
１
０
０
円

■
準
備
物
／
裁
縫
道
具

■
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
10
月
８
日
（金）
消

印
有
効
。
10
月
18
日
（月）
ま
で
に

受
講
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ　☎　

33
・
７
３
７
７

〒
706
・
０
１
４
１

　

槌
ヶ
原
３
０
７
２
・
１

Ｅ
メ
ー
ル    tam

ano-recycle
plaza@

iris.ocn.ne.jp

FAX

◆◆ 講座・募集のお知らせ ◆◆

フォトコンテストフォトコンテスト秋祭り秋祭り秋祭り

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
も
う
！

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ポ
ー
ル
を
杖

に
持
っ
て
歩
く
新
し
い
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
時
／
10
月
24
日
（日）　

10
時

〜
11
時
半（
要
事
前
申
込
）

■
場
所
／
文
化
セ
ン
タ
ー
〜
日

の
出
公
園（
予
定
）

■
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
料
等
／

7
0
0
円

共
通

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公

民
館　
　

     

☎
31
・
３
７
１
１

 

31
・
５
２
５
０

パ
ソ
コ
ン
講
座「
ワ
ー
ド
Ⅱ
」

■
日
時
／
初
回
11
月
13
日
（土）　

FAX

広告
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12

○Ｃ 淀川テクニック○Ｃ 淀川テクニック

2010年 2011年

（金）
1 2

（月）
28

スタンプラリー期間

月
10
月

玉野市制
周年記念70

　市内の観光地・飲食店・特産品販売所・イベント会場を巡るスタン
プラリーを開催します。
　ジャンルごとにスタンプを４個集める「玉野うきうきコース」と
10個集める「玉野いきいきコース」があります。ぜひ、ご参加ください。
　台紙は市役所、商工観光課、各市民センター、市ホームページ等に
あります。
■問合せ／商工観光課　☎33-5005

当たる!!当たる!!
40型液晶テレ

ビ
商品券
特産品が

70人に70人に
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市
制
70
周
年
記
念
事
業

宇
野
港
開
港
80
周
年
記
念
事
業

「
飛
鳥
Ⅱ
」

　
　

 
寄
港
。

　

開
港
80
周
年
を
迎
え
る
宇
野
港

へ
、
日
本
最
大
の
豪
華
ク
ル
ー
ズ

客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
寄
港
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
寄
港
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

入
港
時
に
は
、「
入
港
セ
レ
モ

ニ
ー
」「
記
念
講
演
会
」「
船
内
見

学
会
」
を
実
施
し
ま
す
（
要
予
約
、

下
記
参
照
）。

　

出
港
時
に
は
、「
出
港
セ
レ
モ

ニ
ー
」「
テ
ー
プ
投
げ
」
を
実
施

し
ま
す
（
自
由
参
加
）。

■
日
時
／
11
月
５
日
（金）　

17
時
半

〜
19
時
半
（
受
付　

17
時
〜
17
時

20
分
）

■
当
日
受
付
場
所
／
宇
野
港
第
一

突
堤

■
場
所
／
飛
鳥
Ⅱ（
船
内
）

■
対
象
／
岡
山
県
内
に
在
住
の
人

■
定
員
／
1
0
0
人

※
当
日
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

（
案
内
状
の
発
送
を
も
っ
て
当
選
と

し
ま
す
）

■
参
加
費
／
無
料

■
駐
車
場
／
有
（
80
台
）

■
申
込
方
法
／
は
が
き
に
希
望
者

全
員
の
住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
の

上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
通
に
つ
き
４
人
ま
で
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
も
１
人
と
し
ま

す
。

■
申
込
み
先
／

〒
706
・
０
０
０
２

玉
野
市
築
港
１
・
１
・
３

宇
野
港
航
路
誘
致
推
進
協
議
会「
飛

鳥
Ⅱ
」
入
港
イ
ベ
ン
ト　

係　
（
商

工
観
光
課
内
）

■
申
込
締
切
／
10
月
20
日
（水）
（
当

日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他
／

○
５
日
（金）
に
は
、「
飛
鳥
Ⅱ
」
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
及
び
宇
野
港
第
一
突

堤
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
を
行
い

ま
す
。

○
6
日
（土）
は
8
時
半
か
ら
出
港
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
（
自
由
参

加
）。

○
気
象
条
件
等
に
よ
っ
て
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■テーマ／
　宇野港宇野地区に入港するク
ルーズ客船、帆船、フェリー、定
期客船（宇野港をイメージさせる
背景などが入っていること。）
■撮影期間／ 
　５月27日（木）～11月30日（火）
■応募期間／
　12月１日（水）～15日（水）
　当日消印有効
■コンテスト期間中の飛鳥Ⅱ　
　
以外の寄船入港情報
船名　ぱしふぃっくびぃなす
寄港日時　10月10日（日）
　　　　　16時～16時半
　　　　　20時半～21時
※詳しくは、市ホームページを
　ご覧ください。

宇野港フォトコンテスト
2010

宇野港フォトコンテスト
2010

宇野港フォトコンテスト
2010

飛鳥Ⅱ
入港イベント
参加者募集

「飛鳥Ⅱクルーズの
魅力について」

船内ガイドによる
見学会（約 45 分）

講師／幡野保裕氏
（郵船クルーズ（株）顧問、
 元「飛鳥」船長）

■問合せ／商工観光課　☎33-5005

出港日時

11月6日（土）
9時

入港日時

11月5日（金）
16時

PHOTO BY TSUNEO NAKAMURA

○記念講演会○記念講演会

○船内見学会○船内見学会

※船内見学会のみの
　参加はできません。
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14

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

第
25
回
岡
山
地
区
矯
正
展

南
部
水
道
企
業
団

職
員
採
用
試
験

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
調
査
の
一

環
と
し
て
「
自
動
車
起
終
点
調

査
」
（
自
動
車
利
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
「
自
動
車
起
終
点
調

査
」
は
、
交
通
の
流
れ
の
も
と

と
な
る
車
の
一
日
の
動
き
に
つ

い
て
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
、
ど

う
い
う
目
的
で
移
動
し
た
か
な

ど
を
調
査
す
る
も
の
で
、
現
在

の
交
通
実
態
を
把
握
し
、
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
や
将
来
の
道

路
計
画
の
基
礎
資
料
と
す
る
も

の
で
す
。

　

調
査
は
県
内
か
ら
無
作
為
に

選
び
出
さ
れ
た
約
２
６
０
０
０

世
帯
を
調
査
員
が
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
布
し
て
記
入
方
法
な

ど
を
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
調
査
票
は
、
後
日
、
調
査
員

が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

　

本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
当
調
査
に
お
け
る
調
査
員
は
、

岡
山
国
道
事
務
所
が
発
行
し
た

身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
主
体
／
国
土
交
通
省　

岡
山
国
道
事
務
所

■
問
合
せ
／
岡
山
県
起
終
点
調

査
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
・
33
・
０
７
９
０

■
受
付
期
間
／
10
月
４
日
（月）
〜

15
日
（金）

■
対
象
／
機
械
技
術
職
・
事
務

職
と
も
に
、
昭
和
56
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大

学
卒
以
上
の
人
（
平
成
23
年
３

月
卒
業
予
定
を
含
む
）
。

■
定
員
／
各
１
人
程
度

■
問
合
せ
／
南
部
水
道
企
業
団

職
員
採
用
試
験
委
員
会　

☎
086
・
４
６
５
・
５
０
５
０

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
矯
正
行
政

及
び
受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
対

す
る
理
解
・
協
力
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
矯
正
施
設
で

の
被
収
容
者
処
遇
の
実
情
の
紹

介
と
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示

即
売
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
23
日
（土）　

９
時

半
〜
16
時
、
24
日
（日）　

９
時
半

〜
15
時

■
場
所
／
岡
山
刑
務
所
（
岡
山

市
北
区
牟
佐
）

■
内
容
／
矯
正
広
報
コ
ー
ナ
ー
、

展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
所
内
見

学
、
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
合
せ
／
岡
山
刑
務
所　

☎
086
・
２
２
９
・
２
５
３
４

　各種イベント、企業の福利厚生、
慶弔など様々な用途にご利用でき
る地域共通商品券です。
　ぜひ、お買い求めください。

■額面／５００円
■利用店舗／約４００店
■使用期限／購入日より６か月間
■販売場所／メルカ、三井生協荘

内店、岡山南商工
会東児支所、玉野
商工会議所

■問合せ／玉野市商店団体連合会
（玉野商工会議所内）　
☎33-5010

が
ん
ば
れ
！
た
ま
の

「
地
域
応
援
商
品
券
」

が
ん
ば
れ
！
た
ま
の

「
地
域
応
援
商
品
券
」

が
ん
ば
れ
！
た
ま
の

「
地
域
応
援
商
品
券
」

好
評
発
売
中

好
評
発
売
中

好
評
発
売
中

お
買
い
物
は「
ふ
る
さ
と
た
ま
の
！
の
の
ち
ゃ
ん
の
街
」で

○Cいしいひさいち


	1118_P6
	1118_P7
	1118_P8
	1118_P9
	1118_P10
	1118_P11
	1118_P12
	1118_P13
	1118_P14

